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① チームみえ・コーチアカデミーセンター事業    35,000 千円 

   ジュニア・少年選手を確実に成長させ、安定的な競技成績を出すため、また「三重とこわか国

体」の後も継続して将来の三重の競技スポーツを担う人材を育むため、「みえコーチアカデミー」

により、品格や資質を兼ね備えた真の一流の指導者を育成するとともに、このなかで明らかにな

った指導体制上の課題に対し必要な人材を派遣する「みえマルチサポートシステム」により、指

導者及びサポートする人材でチームを構成することで指導体制を構築します。 

 

 

 

② ジュニア選手の育成 （H29：18,477 千円 → H30：34,502 千円） 

平成 29 年度までのジュニア選手に対する支援は、県内での土日を中心とした日常練習費など

に留まっていましたが、平成 30 年度はターゲットエイジの中心が中学１～３年生となることか

ら、本格的な強化を始める必要があります。 

少年種別の競技でチームみえジュニア指定を行っている 33競技のうち、特に、平成 33年度の

選抜チームの編成が必要なチームスポーツと、個人競技で強化体制が整っている 15 競技に対し

て、県外への遠征費、強化合宿費について支援を行います。 

 

③ 競技用具等の整備 （H29：7,000 千円 → H30：54,510 千円） 

競技力の向上につながる特殊競技用具や馬匹の整備を計画的に行います。 

（競技用具の計画的な整備） 

     三重とこわか国体での高得点獲得と、その後の安定的な競技力確保のため、ヨットやボート競

技など、競技用具によって成績が左右される競技、また、本県において競技用具が整備されてい

ないあるいは不足している競技について、一時的に全ての競技用具を整備することは困難である

ことから、計画的に行っていくことが必要です。 

   （馬匹の計画的な整備） 

     国体の馬術競技は、東海ブロック予選を 1位で通過した場合、本国体に 7頭の馬匹が出場でき

ます。一方、開催県は 13頭の馬匹を出場させ全 23種目にエントリーでき獲得可能得点が更に大

きくなるという、開催県に大きなアドバンテージが認められている競技です。 

これまで本県では、三重とこわか国体に向け、県馬術連盟が主体的に整備に取り組んできまし

たが、国体や全国大会で優秀な成績を残す馬匹がないのが現状です。 

また馬術競技は、選手と馬匹が一体となることで成果を上げられる競技であり、十分な成果を

出すためには時間をかけて馬匹との調整に取り組んでいく必要があります。そのため、三重とこ

わか国体に向け、優れた馬匹を計画的に整備することが必要です。 
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（２）平成 30 年福井国体に向けた強化対策と平成 33 年三重とこわか国体での天皇杯獲得 

 

  平成 29 年度中の選手獲得などの取組により、平成 29 年愛媛国体で入賞した 20 競技に加え、新

たに 10 の競技・種別において入賞が狙える状況にあります。これらの競技に対し重点的に支援す

ることにより、平成 30年の福井国体での 10位台（1,200 点）を獲得します。 

また、その他の競技・種別についても、茨城国体（H31）、鹿児島国体（H32）で入賞ができるよ

う支援することで、三重とこわか国体での天皇杯獲得を確実なものとします。 

 

④ チームみえ国体強化事業 （H29：81,981 千円 → H30：130,000 千円） 

  平成 30 年度は、三重県競技力向上対策基本方針において位置付けた育成期の最終の年となる

ことから、育成期の目標である天皇杯順位 10 位台を必達とするとともに、平成 31 年からの躍進

期に向けた着実な足がかりをつかむ必要があります。 

平成 29 年度中の選手獲得などにより、平成 29 年愛媛国体で入賞した 20 競技に加え、新たに

10 の競技・種別において入賞が狙える状況にあります。これらに対し、県内合宿や県外への遠

征費、強化合宿費など、確実に得点が獲得できるよう強化活動の充実に取り組みます。 

 

⑤ トップ選手育成事業 （H29：17,987 千円 → H30：41,437 千円） 

平成 29 年度中に行った選手獲得や、企業・クラブチームとの調整などにより、平成 30年度は

新たに 15 の競技・種目で東海ブロックの通過が期待できる状況となっています。あわせて新た

に通過した競技・種目が、福井国体で入賞できるよう、強化支援を行う必要があります。 

また、その他の競技・種目についても、茨城国体（H31）、鹿児島国体（H32）で着実にブロッ

ク大会を通過できるよう強化対策を進めることで、鹿児島国体（H32）でシード権を獲得し、平

成 33年の天皇杯・皇后杯獲得を確実なものとします。 

 

 

     

H29愛媛・結果 H30福井・目標

得点 909点 1,200点

天皇杯順位 ２７位 １０位台

H30福井国体の目標

 

 

 

     

H30目標

愛知県 静岡県 岐阜県 三重県 三重県

 突破種目数 67 41 56 33 48

 天皇杯順位 ６位 １７位 １３位 ２７位 １０位台

東海ブロック大会の結果と天皇杯順位（H29）
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